
南
海
ト
ラ
フ
地
震
想
定

　
山
県
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　
10
月
27
日
、
い
わ
桜
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
山
県
市
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
市
役
所
の
ほ
か
、
防
災

関
係
機
関
や
、
自
主
防
災
会
、
市
消
防

団
と
い
わ
桜
小
学
校
の
児
童
な
ど
約

6
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
自
主
防
災
会
に
よ
る
避

難
、人
命
救
助
、消
防
署
に
よ
る
救
出・

救
助
、
警
察
署
、
災
害
救
助
犬
に
よ
る

要
救
助
者
の
捜
索
、
協
力
機
関
に
よ
る

各
種
災
害
想
定
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
会
と
い
わ
桜
小
学

校
の
児
童
な
ど
が「
S
O
S
」「
水
」の
人

文
字
を
作
成
し
た
避
難
信
号
訓
練
や
、

防
災
士
の
説
明
に
よ
り
仮
設
ト
イ
レ
・

折
り
た
た
み
式
便
座
の
組
み
立
て
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
地
震
の
発
生
に
備
え
た
市
防
災
体

制
の
強
化
や
、家
庭（
自
助
）、地
域（
共

助
）、
公
的
機
関（
公
助
）の
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
充
実
や
連
携
を
確
認
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

防災・減災に向けた取り組み 〜自助・共助で命を守る〜
　山県市は、昭和51年の9・12豪雨災害以降、大規模な災害に見舞われていません。
　しかし、近年、局地的豪雨や台風などによる甚大な被害が全国各地で発生しているほか、近い将来、
南海トラフ地震の発生も懸念されており、防災・減災に向けた取り組みは待ったなしの課題といえます。
　特に、山県市は、美山地域を中心に山地丘陵部が多く、また武儀川、鳥羽川、伊自良川沿いの平坦
地などにより構成されており、土砂災害や浸水害の発生が懸念され、地域特性に応じた幅広い対策が
求められています。

問総務課　℡22-6820

そのとき 命を守るために 何ができますか

広報やまがた　2019. 12 6



防
災
情
報
・
避
難
情
報
な
ど
に
注
意
し
、「
早
め
の
避
難
完
了
」に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
気
象
庁
や
県
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し

な
が
ら
、
防
災
行
政
無
線
や
防
災
メ
ー
ル（
山
県
市
民
向
け
地
震
・
気
象
・
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）、

HP
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
情
報
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
自
宅
や
学
校
・
職
場
な
ど
に
は
、
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
避
難
場
所
ま
で
の
経

路
や
移
動
手
段
な
ど
に
つ
い
て
、
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
予
め
確
認
し
て
お
き
、

「
早
め
の
避
難
完
了
」に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

山県市防災タウンミーティング
事前の備えと事前の共助 〝早めの避難完了＂で命と生活を守る
　11月2日、花咲きホールで、村岡治道氏（清流の国ぎふ防災・
減災センター・岐阜大学地域減災研究センター特任准教授）を
講師に招き、「事前の備えと事前の共助」をテーマに、講演会を
行いました。
　講演には、自治会長、自主防災組織の長、社会福祉協議会、
民生委員、消防団、防災士、ボランティア団体、市職員など約
150人が参加しました。講演では、全国各地で想定外の災害が
頻発している現状を映像で紹介し、非常時における市役所など
の機能（公助）には限界があること、「早めの避難完了」の必要性、
家族や隣り近所、地域住民の助け合い（自助・共助）による、命
を守る行動の必要性などについて、説明がありました。
　参加者からは「大変参考になった」「内容が具体的で、どのような行動をとればよいかわかりやすかった」と
いった意見が寄せられ、講演を通じ、市民の防災意識、特に「共助」の重要性について理解を深めることがで
きました。

警戒レベル 避難行動等 避難情報等

警戒レベル5 既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

災害発生情報
※市が発令

警戒レベル4
【全員避難】

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思われる場
合は、近くの安全な場所や、建物内のより安全
な場所に避難しましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）
※市が発令

警戒レベル3
【高齢者等は避難】

避難に時間を要する人（ご高齢者等の要配慮者）
とその支援者は避難をしましょう。その他の人
は、避難の準備を整え自発的に避難しましょう。

避難準備・高齢
者等避難開始
※市が発令

警戒レベル2 避難に備え、ハザードマップ等により、自らの
避難行動を確認しましょう。

洪水注意報
大雨注意報等
※気象庁が発令

警戒レベル1 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報
※気象庁が発令

（注意）　�各種の情報は、警戒レベル1から5の順番で発表されるとは限りません。状
況が急変することもあります。

登録はこちらから
山県市民向け地震・気象・防災情報ネットワークシステム
［配信される情報］
・気象情報（地震・台風・警報などの情報）
・自主運行バス情報（災害発生時における運休情報）
・防災情報（災害に関する情報）
・通行止情報（災害発生時における国県道の通行止め情報）

※登録すると、お手持ちの携帯電話などに
　情報が配信されます。

防災メールQRコード
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